
図l 稼動中の連続ビレット圧延機
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産業用機器は,オイルショック後の社会的,経済的要請にこたえて,目

′覚ましい成果を挙げることができた｡

圧延機関係では,多品種の丸棒を主体としたビレット圧延設備に対し,

自動化,省力化及び品質向上を機械一電機一エレクトロニクスを一一体として,

斬新なアイディアを盛り込んだ世界最新鋭機を納入した｡また,従来のプ

レス方式に代わって,ロールで成形を行なう自動車バンパ成形機を開発し,

その第1号機を納入した｡

気体機関係では,大容量火力発電用通風機押込に対し,動翼可変軸流フ

アンを適用し,省エネルギー時代にふさわしい,.大幅な高効率運転を可能

にした0 ソ連向け天然ガスパイプライン用ガスタービン圧縮機セットを,

我が国で初めて完成し,また,アルジェリア向けガスタービン圧縮機では,

ストリングテストを我が国で初めて工場内で実施した｡これらは,エネル

ギー資源での天然ガスの世界的クローズアップのニーズにこたえたもので

ある0 なお,大容量機械駆動用蒸気タービンとして20～30MW,15,000rpm

級の開発も完了した｡冷凍機でも高効率大形ターボ機のシリーズ化及びガ､

ス又は灯油直焚き二重効用吸収式の大容量･高効率シリーズ化を完成した｡

ボン70関係では,米国TVA,原子力発電所用大容量循環水ポンプ32台

の受注に成功し,実績及び高性能･高信頼性について世界的評価を確立し

た0 また国土建設に伴い,大形排水機場のニーズが増加しつつあるが,愛

知県蟹江川向けに,30m3/sの,広範囲に効率よく排水量を調節できる可動

糞形式の排水ポンプ2台を完成した｡

省九 工作機関係では,労働環境の改善,省力化のニーズにこたえた塗

装ロボットやプラズマ溶接とMIG溶接の両者の特長を兼備したワイヤ通電

方式プラズマ溶接機を開発した｡建設機械分野で,大形油圧ショベルが,

米,英,南ア,豪州などでの石炭の露天掘りに活躍し始めたことは,オイ

ルショックを契機とした石炭の資源的クローズアップのニーズに対人むした

ものである0 また,地下鉄や大形ビルの基礎杭施工用として,土質用のほ

かに岩盤用掘削機を開発し,香i巷に輸出した｡

子のほか汎用機械分野にも,社会的ニーズにこたえて数々の新しいシリ

ーズが開発,整備された｡すなわち,空冷ヒートポンプ式パッケージ形空

調機シリーズ,空冷式パッケージ形スクリュー圧縮機シリーズ,汎用ポン

プの保守性の改善を図った全面的なモデルチェンジ,｢消防法+に基づいた

消火ポンプユニ､■ソトのシリーズ化などを完成した｡
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圧 延 機

高性能ビレット圧延設備

H立製作所が日本鋼管株式会社京浜

製鉄所に納入したビレット圧延設備は,

多品種の丸棒を主体とした圧延設備で

自動化,省力化及び品質向上に対して

各種の斬新な機構が1樋所に採り入れら

れた世界最新鋭のビレット圧延設備で

ある(図l)｡この設備の主な仕様は,

(1)素 材:最大550mmX400mm-11m

‾ブノレーム

(2)製 品:120mm¢～370mm¢及び

115mm角,147mm角

(3)設備能力:110,000t/月

また,主な特長はi欠に述べるとおり

である｡

(1)粗▲圧延機で大丸材を圧延し,他は

すべて47うの垂直及び水平圧延機の

連続圧延によるノーツイスト圧延法で

ある｡

(2)垂直圧延機は,上部駆動方式でシ

ンマークギヤを採用し,i成速,分配機

構をコンパクトにして振動などの問題

を解決するとともに,インナースタン

ドの昇降はモータとバランスシリ ンダ

とを併用して高速化し,セルシンによ

り正確に遠隔操作する｡

(3)水平圧延機のパスラインに対する

カリバーンフトもセルシン方式によr)

迅速,かつ正確に遠隔操作できる｡

(4)スピンドルは,すべてクロスジョイ

ント方式を採用し,すべてのスピンドル

は回転停止位置を‥走にし,また遠隔

操作による位置調整を可能にして保守



区12 バンパー用冷間口ール

成形機

図3 工場試験中の動翼可変軸流フアン

件の向上,組昔時間の短縮を図った｡

(5) ミルガイドはオフラインに設けられ

たがイド交換用ガイドローダにより,新

旧のか､イドをレストバーごと迅速に交手彙

できるのでサイドシフト方式による水平

圧延機のロール組替を含めて約20分で

垂直一水主･｢三圧延機4台の組替ができる｡

また電気品についてもi欠に述べるよ

うな斬新な特長をもっている｡

(1)制御中枢をつかさどるID盤(In-

telligent Director Panel)を圧延設

備,精整設備に各1セット置き,操作

信号,センサ信号,■_L位計算機の信号

などを1箇所にま.とめ,シーケンス制

御,数値演算処理を行なうどともに,

故障診断システムも備えて,保守性の

l‾ごり_Lに意を注いでいる｡

(2)モ∬タ駆動盤は,HIRACS-H6

セット,HILECTOL14セット,その

他交主充低圧モMタ約400台用の,多数

の標準盤で構成されている｡

(3)中央監視システム用としてHIDIC

80を1台置き,故障記録,しゃ断器の

動作記録,温度記録,運転インターロ

ックの成立を,CRT(Cathode
Ray

Tube),タイプライタに打ち出し,中

央操作盤はLED(発光ダイオード)に

よr)グラフィック表示を行ない,従来

の約-をのスペースで済む画期的なもの

である｡

冷.間口ーノレ成形機の開発

日立金属株式会社では,高級工具鋼

を製造している｡この工具鋼の特一性を

生かした各種のフォーミングロールの

設計製作も行なっているが,その新技

術として従来プレスにより成形されて

いた自動車バンパーの成形をロールで

行なう特殊成形法,及び成形機の開発

に取り組み,このたびパンパ【成形1

号機を製作納入し,順調に稼動を開始

した(図2)｡なお,日立うき属株式会社

では,現在上記のほかにもバンパー成

形機,特殊ロⅥル成形機などの製作を

進めておr),近く納入の予定である｡

圧縮機･冷凍機･

送風機

大容量火力発電プラント用動翼

可変事由流ファン

大容量火力発電用押込通風機(FDF)

として,動翼可変軸流フアンを関西電

力株式会社納め600MW用2台,中部

電力株式会社納め700MW2缶用4台

を完成,納入した｡本機は部分負荷で

も高効率を発揮するため,ランニング

コストを大幅に低減でき,省エネルギ【

時代の要請にマッチしており,今後ま

すます需要の拡大が期待される｡

本機は長期間の各種要素試験,実機

大の模型による信束副生確認試験を経て

製品化され,q寺に耐久性のポイントであ
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図4 ストリングテスト中の天然ガス圧縮機

欝

㌣〈.言責

図5 言式作された高速タービンロータ

る動畢を軸受に♯90タービン油を強制給油

することによI),その高寿命化を図ること

ができた｡現地運転でも,振動は極め

てイ氏く動巽【吋変機構の作動も安定して

おI),極めて良好な結果を得た｡関i珂電

力株式会社納めFDFはこのほど営業運

転に人り順調に稼働してい･る(図3)｡

ガスタービン馬区動天然ガス圧縮ヰ幾

最近,天然ガスの利用が世界的に見

直されているが,日立製作所はアルジ

ェリア向けガストリートメント用遠心圧

縮機2台を完成させた｡駆動機はガ､ス

タービンであl′),この分野では駆動機
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いう,国内で唯一の実績を作り上げ

た｡圧縮機軸動力は14,500kW,回転速

度8,700rpmであり,ガスタービンは2

軸型が用いられている｡本圧縮機の試

験にASME PTC(American Soci･

etyofMechanicalEngineersPower

Test Cord)10に基づく惟能試験のほ

かに,国内で初めてガスタ【ビンとの

結合運転(ストリングテスト)が実施

され,現地運転の際の信頼性が確認さ

れた(図4)｡

このほかに,ソ連向けパイプライン

ステーションも完成し,納入しており,

この分野での今後の受注が大いに期待

される｡

J一存P,65 ガスパイプライン圧送ステーション

図6 新形大容量ターボ冷凍機

大容量弓幾械駆動用蒸気タービン

の開発

メタノール及びアンモニアブラント

向けとして20～30MW,15,000rpmの

圧縮機駆動用蒸気タービンを開発し

た｡

本タービンの鼓終段は,広範囲な回

転数変動,及び過酷な遠心応力に耐え

られるように,ロータより--･体削り出

し加工によるねじれ巽を採用し,蒸気

による実負荷試験で巽遠心強度,=振動

強度が十分に余裕があること,また,

高圧初段巽も電解加工による13本構造

と して,ノズルにより発生する励振応

力の解析を行ない,高速下で安全に運

転できることを確認した｡r古川寺に,高

速回転ロータを支えるジャーナル軸受,

及びスラスト軸′受についても安定な運

転ができることを実負荷試験で確認し,

信頼性の高し一回転系であることが実証

された(図5)｡

新形大容量ターボ冷凍弓幾の完成

日立製作所では,既に容量1,000RT

をカバーし当社従来比15%の省エネル

ギーを図った低圧冷媒フロン11使用の

タ【ポi令i東機HS-Cシリーズを完成し,

工業用,空調用として好評を得ている

が,最近の活発な海外市場での1,000

RT以上の需要に応じ,高圧冷媒フロ

ン12を使用する大容量ターボ冷i東機の

新シリーズHC-21B-23B(1,000～



2,500RT)を完成した｡

本機は,HS-Cシリーズで開発した

高性能･高比速度羽根車などの新技術

の採用に加え,ニのクラスの容量では

初めて増連装置を圧縮機に内蔵-･休化

するとともに,圧縮機,電動機及び給

油装置を蒸発器上にコンパクトに設置

しており,従来機に比べ人幅に小形化

されている(図6)()

大容量直焚き=.重効用吸1扱式冷

凍1幾の完成

か1ス又は灯油を熱i傾としたl与焚き∴

重効用r吸収式冷?束機の大容量(600～

1,500RT)機を完成した｡

本機は,省資テ原,省エネルギーを両

カニさせ,大幅な小形化,効率向上を阿

ったものである｡最近,品質管理と職

場環境改善のため工場全体を空調する

など,設備の大形化に対応し従来の小

容量機多数台使用を大谷呈機少数台使

用に変換することによって,蹴什スペ

ーースの削i成が叶能であるなどの利点が

あるため,人容量機に対する需要が増

加している｡

本シリMズはこれらの要求に応ずる

ものであって,特に1,500RT三枚(昭和

52年4月納入)は,この機種では世界

二猿人容量のものである(図7)｡

日カニ製作所独白の並行フローサイク

ル,高性能高温再生器,合理的な機器

配置の採用など,多くの新技術が採用

されている｡

パッケージ形エアーコンディシ

ョナー新シリーズ(∪シリーズ)

乍乞も調和の空冷化,省エネルギ【化

はメインテーマであるが,この代表的

製[打lであるウニモ冷ヒートポンプ式バッケ

【ジ形空調機(リモートコンデンサーー

形)を中心に,空冷式及び水冷iてパッ

ケージ形ワ;竺調機も含め,能力の向上や

省電ブJ化,小形軽量化するなどの改良

を実施し,新シリーーズ化Lた｡

これらのシリーーズは,J上編機出力3.75

kW,5.5kW,7.5kWの3機種で,空冷

図7 日立HAリーF-

22El′500RT直焚き

二重効用吸収式冷凍

機

ヒートポンプ式,空冷式(いずれもり

モ【トコンデンサー形)及び水冷式合

わせて12機種で構成している(図8)｡

新シリMズ製品の主な特長はi大のと

おりである(比較は当社従来形比)｡

(1)高性能スリットフィン熱‾交換器の

採用で冷坊能力を3～10%向上し,ヒ

ートポンプ機は暖房能力を8%向上し

た(空冷式,空冷ヒ【トポンプ式)｡

また,単位人力当たりの能力を6～17

%向_卜した〔3.75kWヒートポンプJ(の

場合,冷房能力12,000/13,000kcal/h

(50/60Hz),暖塘能力13,000/14,000

(a)堂内ユニット

(RP-512URAH…空冷ヒートポンプ式)

(RP-512URA……空冷式)

(RP一引2∪(L)=…･水冷式)

(b)室外ユニット

(RCR一引2H…空冷ヒートポンプ式)

(RCR-5ほ…･･空冷式)

図8 パッケージ形エアーコンディショナー新シリーズ(3.75kW)
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匡I10 アメリカTVA向け大容量循環水ポンプ

図9 日立空プ令式パッケージ形スクリュー圧縮機(OS-4PA形)

kcal/h(50/60Hz)〕

(2)低騒音多巽フアンの開発などによ

って,室内ユニットで2～5ホン騒音の

低減を図った(5.5kWの場合54ホン)｡

(3)スペースの有効活用,搬入据付の

容易化のため,据付面積を7～34%低

減し,製品重量も10-36%軽ぎ成するな

ど,小形軽量化を図った(3.75kWヒー

トポンプ式の場合の製品重量は室内

195kg,室外75kg)｡

(4)キャピラりチューブとアキュムレ

Mタの最適化,冷凍サイクルの簡素化

などにより,信束削勺三の向上を図った(空

?令式,空冷ヒートボン70式)｡

また,ヒートポンプ式では更に,暖

房時の除霜機構をj令i東サイクルと除霜

制御の両面より改良し,除霜性能を高

めた｡

日立空冷式ノヾッケージ形スクリ

ュー圧縮ヰ幾

日立水冷式パッケージ形スクリュー

圧縮機OS-Pシリーズ(22～90kW)は,

レシプロ圧縮機と比べ(1=騒音が低い,

(2)振動が少ない,(3)据付面積が少

ない,(4)メインテナンスサイクルが

長いなどの特長をもち好評を得ている

が,冷却水の汚毒袈,管理の煩わしさが

あり,空冷式の要望が強くなってきたこ

とにより,OS-Pを母体とした22/27

kW,37/45kWの空冷式パッケージ形

スクリュー圧縮機を開発し,販売を開

始した(図9)｡
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ポンプ･変速機

輸出向け原子力発電所用大容量

循環水ポンプ

このほど,アメリカのTVA(Tennes-

see Valley Authority)向けに大容量

循環水ポンプを4プラント分,合計32

台を受注し,現在鋭意製作中である｡

このポンプは,高し､効率と従来からの

輸出ポンプ納入実績とが顧客に高く評

価された結果,′受注に至ったものであ

る(図10)｡

主な仕様を表=こ示す(ただし,こ

のうち8台は若干仕様が異なる)｡

本ポンプは,立て軸‥もi吸込うず巻ポ

ンプとしては,最人夷汲の谷呈のもので

ある｡

なお,本ポンプの特長としては,!帥

受に油潤滑方式を採用し,ポンプの長

寿命化を図ったことにある｡

可動翼形式この大形封F水ポンプ

i充域の地盤沈下などにより,自然流

下による排水能力を失った貯留量の′ト

さな河川に設置される排水ポンプは,豪

雨時の多毒の雨水の排水だけでなく,

常時の少量排水にも対応できるものでな

ければならない｡愛知県土木部では,

蟹江川河口に30m3/sポンプ2台を含む

合計80m3/sの排水能力をもつ蟹江二川排

水機場を建設中であるが,今回,30

m3/sポンプの製作を完了した(図lり｡

本ポンプは,広範に変化する流入量に

表l 主な仕様

項 目 仕 様

口 径 60hlX54in(l,500mmXl′350mm)

形 式 立て軸両吸込うず巷ポンプ

吐出 し量 125′000USgpm(473.=¶3/min)

全 損 程 93.5ft(28.5m)

回 転 数 514｢pm

電動機

出 力
3,450HP

効率よく追従運転できる可動異形式の

大形排水ポンプである｡巽角度は,内

水位を- -1Eに保つように自動制御され

る｡吐rtlしケーシングには,コンクリ

ート埋設の不要な釦苛板製の扁■平エルボ

構造を採用してJ末面荷重を軽i成し,軟

弱地磐に配慮してある｡また,ポンプ

は保守を容易にするため,吐出し部を

仝分解することなく,回転部を引き抜

けるプルアウト構造となっている｡

主な仕様は,(1)3,600mm立て軸可

動巽軸流ポンプ,(2)30m3/sx4.1mX

l14rpmX2,400PSである｡

GMN形多段ポンプの開発

GME形多段■ポンプは上水道用,ビ

ル給水用,工業水用及びその他一般給

水用として広く使用されているが,今

回,;欠に述べる内容を含め,全面的に

モデルチェンジを行ない,保守性を向

■LさせたGMN形多段ポンプとして開

､J



発し製品化した(図12)｡

主な特士妄は,次に述べるとおりである｡)

(1)バランスフィン,バランス形羽根

中の採用

軸推力を各段ごとに水ノJ的にュlく衡さ

せているので,バランスディスク機梢

が不要となり,イ米1:件の向上が図れた｡

(2)ポンプ軸′受に土ヰ由′受を採用

従来のすべり軸′受に比べて構造が簡

･単で,給油の必要がなく,保守が谷易
である｡

(3)ポリユートケーシングの採用

案内羽根を促Jl】していないので,梢

造が簡単である｡

戦

宗一■賢

図12 GMN形多段ポンプ

CCT方式低始動電i充自動始動盤

組込消火ポンプユニットの開発

昭和49年,｢消防法+関係法令の人幅

な改正に伴い,消火設備に対する規制

が強化され,消火ポンプに多くの機器

を装備することが義務づけられた｡

Il上製作所は,これら｢消l坊法+諸

法規で要求される機器類のすべてを備

えた,J室内消火栓設備用｢日立消火ポ

ンプユニット+を‾製品化し,好評を得

てきた｡

このたびスプリンクラーー設イ借用と し

て,自家発電設備の容量低i成を目的と

図Il可動翼ポンプ羽根車

して開発した,CCT(Closed-Circuit

Transition)方式低始動電i充自動始動

盤と,その始動用圧力タンクとを組み

込んだ新シリーズを新たに開発し,市

場のニーズにシステム的に対んむするよ

う,｢日立消火ポンプユニット+のシリ

ーズの充実をⅠ司った(図13)｡

ターボコンプレッサ駆動用大容

量歯車増遠耳幾

近年,プラントの大形に伴い,ター

ボコンプレッサ,ボイラ給水ポンプな

図13 CCT方式低始動電;充自動始動盤組込消火ポンプユニット
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図14 ターボコンプレッサ駆動用大容量歯車増速機

tT

どの高速回転の風水力機械は,ますま

す大容量･高速化の傾向にあり,これに

使用される歯車増速機も人谷量化･高

速化し,かつ高いイ言頼性が要求される｡

日立製作所はその要請にこたえ,古く

より高速･大容量歯車の開発を進め,

数多くの製作実績をもつに至っている

が,このたび,凶内貴大クラスのガス

タービン駆動ターボコンプレッサ用掠r

申増速機を製作した(図t4)｡

その主な仕様は,伝達動力14,500kW

(二最大18,500kW),人･出力軸回転数

4,670/8,768rpm及び増速比1.88であ

る｡本増速機は,ますます高まる高速･

大容量化の要求に対処するため,コン

ピュータによる最適設計と約150台に達

する30,000kWガスタービン発電機用ぎ成

速機の製作実績を生かし,より高い信

束副生の確保を図っている｡

省力,工作ヰ幾械
塗装作業用ロボット

塗装作業は,溶剤及び顔料の含まれ

る寄困気中で行なわれるため,決して

労働環境の良い作業とは言えず,しか

も熟練作業者の不足などがあり,従来

から｢労働環境の改善+｢作業の省力

化+が強く望まれていた｡

日立製作所ではこれらの要求に応じ,

日本パーカライジング株式会社の協力

を得て,塗装作業用ロボット(図15)を

開発し,製品化した｡
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図ほ 塗装作業用ロボット

本ロボットは,PTP(ポイント･ツ

M･ポイント)リモート･ティーーlテン

グ方式及びアームが後方に突き山さな

い構造を採用し,(1)ティーチングに

熟練作業者を必要とLないこと,(2)

人間の一千の届きにくい部分のティーチ

ングが容易に行なえること,(3)据付床

面積が人間並みであり,既製ブーース内

に十分‡剛寸1汀能であることなど稚々の

牛如主をもつ砧機能ロボットである｡

日立プラズマペア言容接ヰ幾(ワイ

ヤ通電方式プラズマ溶接ヰ幾)

溶接作業の省ブJ化･日動化の要請に

こたえて,プラズマア【ク中に挿入

したワイヤにも通電することにより,プ

ラズマ7容積とMIG溶]妾の両‾方の特長

を兼ね備えた高能率･高信束副生をもっ

た新しい溶接法を開発し,｢[ト､とプラズ

マペア溶接機+として発売した(図柑)｡

主な特長は次に述べるとおI)である｡

(1)スパッタの発生がなく,美顔なピ

ード外観が得られる｡

(2)MIG溶接に比べて溶着速度が約

30%向上する｡

(3)薄板では高速溶接,厚枚ではキー

ホール溶接との組合せで開先断面積が

縮i成でき,i容接コストを半減できる｡

などで,機器はその機能を十分発揮し

広範な自動化に対応するため,各種の

プログラム制御が可能であり,これから

のi容積作業の合理化に最適である｡

建設ヰ幾械
露天掘りに挑む大形油圧ショベノレ

イイ油ショックを契機にエネルギーー開

発が世界的にクローズアップされ,膨

大な埋J歳量をもつ石炭が今後石油の一一

部にとって代わる貴重な資手原として見

直されている｡

中でも大形機1滅を駆使して表土を除

去し手采炭する姦夫掘り工法は,生産量

が大きく,かつ掘り残しがないこと,

また安全性,作業環境の点でも有利で

あり,各回ともそのイナ理化について検

討している｡

露大j屈りには,従来大形機械式ショ

ベル,タイヤ式ローダが使われてきた

が,数年前より油圧ショベルの有利さ

が認められ,徐々に露天掘りに使われ

始めている｡油上土ショベルは機械式シ

ョベルに比べ,(1)バケットが取付ピ

ンを中心にチルト(てこ式市振り)する

ので,強力な掘削力が得られること｡

(2)そのため,半分以下の本体重量で

同等の作業量が出せ,イニシャルコス

トが安いこと｡(3)走行速度,登坂能

力が大きく,その場旋回もでき機動性

に富むこと｡(4)繋備が楽で運転操作

が簡単であることなどのメリ ットがあ

り,タイヤ式ローダに比べ,(1)バケ

ット単位幅当たりの掘削力が倍以上と

大きいこと｡(2)重い本体を動かして

掘削するのではなく,上部旋回体の旋

回と作業装置の伸縮によr)掘削するた

め,サイクルタイムが短く,燃料消費

量が少ないうえ補修費も安く,乗r)心



図16 日立プラズマペアラ容接機(i客接電源,ワイヤ

送給装置,溶接トーチ及び冷却水装置)

若:
療

､′撚汀′ん､鸞岳

地がよいこと｡(3)積込み高さ,積込

みり一チが大きいため人形ダンプカー

にも余裕をもって積み込みできること

などのメリ ットがある｡

現在,詣大仙…り用に[1立建機株式会

社の大形油圧ショベルUH20,UH30

が,l七l内では北海道に,海外では米･

英･南アフリカ･オrストラリアに納

入され川貞i詞に稼動している｡匡I17は米

【司貴人のオナ炭会社ピーーボディ社に納人

されたUH30である｡表十を取り去っ

た後の石炭の掘削,寄せ集め,ダンプ

カーへの積み込みを行なっている｡従

来,ブルドuザとタイヤ式ローーダを併

用していたが,UH30の採用により,

(1)土イ抄の混らないきれいな石炭が得

られること｡(2)ブルドMザの併用が

少なくなったこと｡(3)稼動率が高い

こと｡(4)乗り心地がよく運転操作が

楽であることなど,好評を得てし-る(つ

主な仕様は,バケット容量6.2m3(石

炭用),エンジン出力400馬力,重量

73t,サイクルタイムは約20秒で130ⅠⅥ3

積みのダンプカー一に約10分で山積みし

ている｡

岩盤基礎杭施工用リバースサー

キュレーションドリノレの開発

日立建機株式会社のリバー･-スは,今

までの一一般土質用のほかに岩盤用掘削

機を開発し,現在香港で地下鉄操車場

1二車用とホテルの基礎杭工事用に使わ

れている｡地質は我が国では見られな

図17 露天掘りで活躍する大形油圧ショーヾルUH30

〃imC

し､ような高石剰空(ショア硬度100),高

庄縮強度(1,500kg/cm2)をもつ花崗

岩層である｡地下鉄_上事の杭は絵本数

的2,000本,杭径貴人1.5m,深さ20へノ

65mであり,ホテルニL事は絵本数約350

本,杭径最大2m,探さ約19～35mで

ある｡稼動開始以来十分な掘削性能を

発揮するとともに現在好評裏に稼動中

㌢′＼

言方

怠/′

である(区118)｡

今後海外ではもちろん,【1ミⅠ内でも本

州～川匡1連絡イ喬のような海_1二道路など

の岩盤甚礎杭施二｢やイf油及びLNG(液

化天然ガス)用地下タンクグ)施【‾】二工事

が増すと思われるため,特に仙消肘栄作

竹三に優れた特長をもつ本機の活躍が人

いに期待されている｡

図柑 岩盤基礎杭施工

用リバースサーキュレー

ションドリル
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